
東京都千代田区飯田橋三丁目13番 1号

第 3号 様式 (第15条関係)

事 業  者 り| 出 量  削 減 報 圭

( 法人に あ つ て |

日本貨物鉄道株式会社
代表取締役社長 小 林 正 明

イI :該 当する□にt i  し印を記人 してください。特定事業者以外″)享驚告の ケは レ印の記入は不要です。

2「 基準年度Jと は, 1画期間の, 1年度を、 「日標年度」 とl i計画l r J間の最終年イ音を  「 報告年度Jと は計画期H F H力5 ' ,  今 「¬報告の支ナ象となる年度をいいます)

3「 事業所等排出F分 〕とは京却府内の事業所子の事業活動″)ためのエネルギーカ| =用に' rいを生するほ宝効果ヴスを  「輸主卓高排出区分」とは自動車運送 宇【行については使用の末処の位
置を京都l●内とする中| " iの排出する温宝効果イスを 鉄 道事業者にア,い ては保 午十る貨物車両スは旅 斧々l h  7 7 1 t t  tは十ろ龍i  t t  Rイスを  「その他排出ま分l  !は '記以外のイ(れ,内 によjける
事業所等の手業活動に伴い発r上するは宝効果ガスをいいます。

4「 その他の地球温暖化対策による温堂効果イスの肖け減畳専Jの 実績については 計 画期間中の実績の累計を記人t ,てください。
(例)タ リーン電力の購人による温宝効果ガスの削減実績が 1 8年 l■i 5ト ン 〔1 9年度 1 0トンの場合、 1 9年 代の報告書の実績については 1 8年 1 0 fと1 9年 度の実績を累: |し1 5トンを記入

5「 時記事項」には、平l t  2任質 ( 1 9 9 0年 度)を 基準とした排t」畳のキi比やエ ネルギー原単位C 0 2排出畳、有エネ製品開発など也者の温主効果〃ス排出削減 ′ヽ)貢献  ノ '一 ン調達の採
片!  特 定フロンなどの楽把お,ど外の温■効果ガスの削減などを:ビ入してくださいぅ

一泉 対 に よ り提 出 します 。

符 定 事 業 育 の

主たる業種
旨物 鉄 道 事 業

該当する事業
者要件

明 壁炉挟暦豊澪惟網
施行規則a1 0条第2号又は第3号該当事業者 伏 規模運送事業者 体 ラック又はパス的0台以上/タ クシー巧0台

「
引 笙世r温

暖化対策条例施行規則紳 際 第4号該当事業者 に の他の温室効果ガスの大規模排出事業者 に 酸化炭素に換算 して弘∞0ト

計 画 期 贋 平 成 1 8 年 4 月 ～  平 成 20年 3月

基 本 方 針 |モーダルシフ トの担い手」として、 トラックに比べ輸送量当たりの排出原単位の少ない (トラックの約 7分の 1: 2 1 g― C 0 2 /トンキロ)
鉄道貨物輸送へのモーダルシフ トを通 じて環境問題に貢敵する。平成 19年 度については、 トンキロベースで対前年 10 1  2 %の 2 0 ,  8
5 8百 万 トンキロとなり、堅調に推移 した。

l _ E 体 机 半成 1 9年 7月 に 発 足 した 、 社 長 を本 部 長 とす る 1環境 ・社 会 桂 官 委 員 会 」 に お い て 荘 l Eし て い る。
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腫中呻申
年
体

及

年 度 設備 、対象 、 1:柱 半 措 置 内 容

鉄道事業 安全 安 定輸送の権保のため、機関=新 製などの投資を積極的に行 うぅ (17ヽ 19年 十を機関草新製 76両 、コンテナ賞車新製 10011他 )

鉄道事業 ttt関モ“新製 28両  ヨ ンテ ナ貨卓新製 150両

ス
等

ガ
量球出

こ
排

温
の JF出区分

基 準 千 及 ( 夫 傾 ブ

(平成 17)年 度

(二酸化炭素換算 (1))

印↑宗■千′主 (言T四 ブ

(平成 19)年 度

(二熊化炭素線算 (1))

(計画)
(%)

敢 首 午 皮 ( 未 傾 ノ

(平成 19)年 度
( 1酸 化炭素換算 ( t ) )

(実績)
(%)

A事 業所等排 出区分 552 t 520 t 5 7 548  t -07 %

B輸 送車両排出区分 652,776 t 668j691  t 24 % 612,269 t 62%

cそ の他排出区分

排出合計 653,328 t 669.21l  t 24% 612,817 t -62%

その他の地球
温暖化対策に

よる温室効果
ガ スの部1減量

等

対策等の区分
目標年度 (計画) 報告年度 (実績)

取組 畳等 (二酸化炭素挨算 (t) 取綿島与 (二酸化伐素換算 (t))

森林の保全及び整備 (整備 EE積 (吸収 畳) (確備市積 (吸収重)

府内産の木材の利用 (利用 畳) (削減 量 ) て和|,1量) 仰1滋畳)

自然エネルギーを利用 した

電力又は熱の供給

(売電 量) kwh (削減 量 ) (た電畳) kwh (削減 量 )

(熱供給 量 ( 削減昆 (烈供給 尋 削減量)

グ リー ン電力の購入 (嚇大量) kwh (削減畳) (購入畳) (削減畳)

削減量等合計 t

差引排出量

(排出 合計 一削減 等 合: | )

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減 革 (言1画 ) 報告年度 (実績) 削浅字 (実績)

653 328  t
:)A3)  669,21と  t 2 4% い3)                         612,817  t ～6 21。

特 記 事 琴 は 輸 送 体 系の効率 化 こ努 め 、 C02排 出量の削減 に寄与 しま した。
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